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私どもエフコムは、次代に向けて環境負荷の

低減を図るべく「環境マネジメントシステム

(ISO14001)」を推進し、地球温暖化防止への

活動を始め、環境保全、地域社会の安全など、

社会貢献並びに社会の発展への活動を継続的か

つ積極的に取り組んでおります。

【近未来のサステナブル社会】

昨今、過重労働の問題や労働人口の減少など

の課題により、政府主導で「働き方改革」が唱

えられ労働法の改正や労働生産性向上への各種

課題への対応が急がれています。その改革の手

段として、ＩＣＴの活用は不可欠な状況です。

特に、ＡＩやＩｏＴの活用が浸透すると生産性

の高い労働環境が創出され、働き方も様変わり

するものと思われます。そのような近未来のサ

ステナブル社会を想定し、当社は、新たな技術

の習得とサービスの構築に、研鑽し尽力してま

いります。
２０１７年１０月

株式会社エフコム

代表取締役社長兼ＣＯＯ

瓜 生 利 典

エフコムはサステナブルな社会の発展に貢献してまいります。

【データセンターによる社会貢献】

当社が保有しますデータセンターは、お客様

の事業継続はもとより、省エネルギー化に貢献

できる施設です。特に、２０１４年秋にオープ

ンしました福島データセンターは、太陽光発電

や外気による冷却システムの導入など、自然エネルギーの活用を行い環境に配慮した施設

であります。また、お客様の大切な情報をお預かりするために、高水準なセキュリティ対

策を施しており、情報漏えいや不正侵入などが起きないよう、ソフト・ハード両面で設備

と体制を整えております。更に、ＢＣＰ（事業継続計画）への訓練にも力を注ぎ、有事の

際に迅速な対応ができるマネジメントシステムを構築しております。お客様への安心と満

足を使命とし、引き続き愚直に取り組んでまいります。

【共生】

２０１６年６月、会津磐梯山の麓に山林を取得し「エフコムの森」と名付けました。 森林

の保全に取り組むことを通して、当社の社員や家族が気軽に自然と触れ合える場に、そして自

然や生物との共生を体験できる場になるように育んでいきたいと思っております。

これらの活動を通して、「サステナブル（持続可能）な社会」の発展に貢献するため、より

一層の社会的責任を果たしてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。



伊藤 ワーク・ライフ・バランスという言葉そのも

のは意識していませんでしたが、 現業部門に所属し
ていた頃は帰りが遅い日が
続き、殆ど家庭は妻に任せ
ておりました。
そんな中、久々に早く帰

れた時に子供と遊ぶ事がで
きましたが、翌朝「今日は
早く帰ってこれるの？」と
聞かれ、「あ～」と思いま
した。
それから子供との約束を守
りたくて時間をコントロー
ルするように意識しました。それがワーク・ライフ・
バランスを意識した始まりです。

大和田 やはり結婚して子供が生まれ会社に復帰す

る頃から意識し始めました。現在、子供は保育園にあ
ずけて共働きをしています。
例え仕事中でも子供が体調を
崩せば保育園から電話がかか
ってきて、「迎えにきて下さ
い」となります。
職場復帰してから仕事の内

容が変わり覚えることも多く、
まだ十分こなせていない中で、
職場を途中で抜けるのはとて
も心苦しい思いがあります。
子供を保育園に迎えに行っ

てから家に帰ると今度は家事
との戦いが始まります。夫は比較的帰りが遅いので、
なんとなく「自分が休んでいる時はいつなの？」と考
えてしまいます。そんな時に自分のワーク・ライフ・
バランスは何だろうと思いました。

半澤 ワーク・ライフ・バランスという言葉は今年

の春頃から意識し始めました。入社して直ぐに結婚し
間もなく子供も生まれました。仕事も覚える必要があ
り、子供は完全に妻に任せきりで、ある意味好きなだ
けガムシャラに仕事をしていました。そんな時にある
事がきっかけで、妻と長い時間をかけて十分に話をす
る機会が作れました。

Ｑ１．ワーク・ライフ・バランスと聞いて思う事、
意識している事、実践している事は何ですか？

菊地 子供は保育園に

あずけて共働きをして
います。職場は育休明
けに異動となりました。
仕事は覚えている最中
という事と、職場の皆
に凄く助けられている
事で、正直、バランス
がとれているのか、い
ないのかはわかりませ
ん。

営業部
伊藤さん

その時に意識したの
がワーク・ライフ・バ
ランスでした。
それ以降は伊藤さんと
同じで「今日はここま
で！」と仕事を切り上
げられるようになり、
なるべく早く帰るよう
に心がけました。

フィールドサービス部
大和田さん

フィールドサービス部
半澤さん

営業推進部
菊地さん

水野 私は入社一年目から意識していました。採用時の
役員面接で「あなたは生活の中に仕事があるのか」「仕
事の中に生活があるのか」と
質問されたことがきっかけで
す。私が「生活の中に仕事が
あります」と答えると、役員
も「そうだよね」と言ってく
れた事をおぼえています。
また、実家（農業）の手伝い
もあり、さらに地元の消防団
員でもあるので、ワーク・ラ
イフバランスは早くから意識
していました。

サプライセンター
水野さん土日の休みを

家族に使うか？
農業に使うか？
地元の活動(消防団等)に使うか？
自分自身に使うか？

全部に使えば時間が足りなくなり、
全てがおざなりになります。

あなたにとっての
ワーク・ライフ・バランス
とは何ですか

エフコムグループにおいて、仕事に対する誇り・モチベーションを高め、健康でやりがいを感じら
れる仕事環境の確立を目指すべく「働き方改革推進会議」が立ち上がっています。
そんな中、従業員個々の立場でワーク・ライフ・バランスについて意見を交わしていただきました。



水野さんのバランススタイルが均等な人 ワーク中心な人

Ｑ２．あたなのワーク・ライフ・バランスは
実現できていますか？

菊地 やはり子供中心の生活になります。夫もやや

仕事が不規則なので「私が全てやらなきゃ」との思
いが強いです。しかし、会社に来ると子供の事を忘
れる事ができるし、表現が難しいですが自分の時間
を持てるのでバランスは丁度良いと思っています。

半澤 自分の理想のスタイルやバランスは手探り中

です。入社４年目で子供１人。もう少しで２人目が
生まれようとしている中で、なかなか難しいです。
６（仕事）：４（生活）？

大和田 前述しましたが、仕事の内容が変わった事

で、新しい仕事を覚えている最中です。子供の事で
急に早退しなければならない事態もあり、そういう
中で頼られる事はないのかなと思うと仕事に対する
意欲が変化しました。
でも、仕事をしている
事で社会と繋がってい
られるのでバランスは
取れています。

伊藤 以前に「生活のために

仕事をしなさい」と言われてか
ら気持ちが楽になり、仕事は生
活のツールと捉えるようになり
ました。理想は４（仕事）：６
（生活）ですが、実際は６（仕
事）：４（生活）でバランスが
保たれていません。

Ｑ3．あなたのワーク・ライフ・バランスを
実現するために何が必要ですか？

菊地 あと１時間で退社という時

に保育園から「迎えに来て下さい」
と電話がきます。やはりすぐにい
かなければなりません。
こういう場合に時間休があると

良いと思います。また、アニバー
サリー休暇も考えて欲しいです。

水野 創立記念日に会社全体で休むとか、午前

中勤務で午後は職場の仲間とのレクレーションを
楽しむのもいいですね。

伊藤 月に一回は休みを必ず取る制度。また、昼休

みを余計に３０分伸ばして生
産性をあげるような工夫はで
きないでしょうか。３０分余
計にあると市役所や銀行へも
行けるので生活スタイルを変
えられる。

大和田 私も時間休に賛成です。

半澤 アニバーサリー休暇、企業内保育所があると

嬉しいですね。

例えば子供の学校行事は年に一回なので優先するとか、
スタイルを絵にしてみると分かりやすくなるし、自分自
身でバランスが取れているかどうかも判断しやすいと思
います。この大きさ（バランス）が崩れていくと、相互
のスタイルに支障が出始めますし、修復は意外と難しい
です。
バランスは当然ながら置かれている立場、年齢に応じ

て変えていかないとそれも支障をきたす要因になると思
います。

水野 かけたい熱量とかけられる熱量は違ってきま

す。子供が小さい時は必然的に熱量が大きくなりま
すが、成長と共に小さくなりその分、別のスタイル
に熱量をかけられます。大黒柱として、現在は６
（仕事）：４（生活他）です。

しかし、自分でそれを認識しているので、家族に感
謝の言葉をかける事でバランスを保っています。

プライベートの変化がきっかけで考えるはじめる事が
多いみたいだね。みんなは考えたことある？

皆さん、努力していますね
素敵です！

個人の努力と会社のサポートの2つが必要なのかも。
みんなも自分の働き方を振返ってみよう！
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（１）データセンターが貢献するサステナブル社会

福島データセンターは CO2 排出量を抑制し環境への負荷軽減を図るために、電力消費量を抑える取り
組みを実施しています。

データセンターの消費電力の約３割はサーバの排熱を処理する冷却に使用されるのが通説となってお
り、いかに冷却効率を高めるかが消費電力を抑えるポイントとなっています。福島データセンターは
サーバの排熱を完全に密閉し排熱だけを冷却するＨＡＣＳ(Hot Aisle Containment System)を導入し冷
却範囲を局所化する事により冷却効率を高めています。合わせてＤＣＩＭ(Data Center Infrastructure 
Management)との組み合わせにより、排熱量により空調ファンの回転数を最適に制御する仕組みや水冷
式空調機の導入で消費電力を削減する仕組みも導入しています。寒冷地のロケーションを活かし空調機
の冷媒を外気で冷却するフリークーリングシステム、太陽光発電の活用、敷地の緑化など様々取り組み
により環境負荷の低減に取り組んでいます。

【福島データセンター概要】

立 地：福島市、敷地面積（9,614㎡）

建 屋：３階建て、免震、延床面積（3,216㎡）

設 備：高規格仕様（高い「信頼性・安全性・可用性」）
J-Tier３完全準拠

環 境：再生可能エネルギー採用、省エネ設備

＜主な認証＞
・ＩＳＯ／ＩＥＣ２７００１
・ＩＳＯ／ＩＥＣ２００００－１：２０１１
・ＩＳＯ／１４００１
・プライバシーマーク
・ＦＩＳＣ安全対策基準（設備基準）
・ＬＧＷＡＮ－ＡＳＰファシリティサービス登録事業所

ＨＡＣＳシステム

水冷式空調を採用しホットアイルを完全密閉
したモジュール型ラックを採用

太陽光発電

太陽光発電をサーバルームで消費

①データセンターの紹介と環境負荷低減
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排熱の封じ込みとフリークーリングで、

高効率で自然環境にやさしい冷却システムを実現

自然環境にやさしいデータセンターを実現するため、東北地方の寒冷な気候を生かしたフリークーリ
ングや太陽光発電などを取り入れてます。自然エネルギーを最大限に活用することで、CO2 排出を可能
な限り削減しています。データセンター全体の電力消費量の中で冷却の消費電力量は大きな割合を占め
ます。そこで、高効率な冷却システムを導入することで電力効率としては、ＰＵＥ１．３を目標に排熱
の封じ込めと水冷式空調機を採用しました。

電力コストは、お客様の負担にもつながります。
高効率な空調機とフリークーリングの活用により、
環境にも、お客様のビジネスにも
やさしいデータセンター、それが福島データセンターです。

フリークーリングシステム

フリークーリング(Free Cooling)と
は、外気温度の低い中間期、冬期
に冷却塔で水冷媒を外気使い冷却。
その後チラーで電気を使い定格温
度まで冷却することから大きな省
エネルギー効果が期待されます。

２０１６年７月に災害時相互応援協定をより発展させた「FCAセンター相互応援コンソーシアム」が
FCA会員企業４２社により発足し、引き続きエフコムも加盟しました。

コンソーシアムは日本列島を東ブロック、中ブロック、西ブロックと三分割し各ブロック単位での活
動及び全体活動を通して災害時に備え取り組みを実施しています。エフコムが加盟する東ブロックは２
０１７年４月２８日に大水害を想定した訓練を実施し、東ブロック長として訓練の骨子検討から参加し
訓練を主導的立場で推進しました。

コンソーシアムでは、２０１７年９月５日に首都直下型地震を想定した訓練を実施し、当社は東ブ
ロック長として、参加各社の取り纏めとブロック会議の開催等、コンソーシアムの活動が円滑に進む様
取り組んでいます。

また、新たな試みとして実施された、災害対応ゲーム「クロスロード」にも参加し、常日頃のＢＣＰ
活動のボトムアップに取り組んでいます。

②データセンターが高度に共助し貢献する

「ＦＣＡセンター相互応援コンソーシアム」について

Lync会議によるブロック会議の様子
災害対応ゲーム「クロスロード」による
グループワーク
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[サービス概要]
映像メディアアーカイブサービスは

会津データセンターで約24,000本／年、
福島データセンターで約6,000本／年
のＶＴＲテープのファイル化、アーカ
イブを行うことが可能なラインが稼働
しています。
お客様の貴重な映像記録を未来に残

すためフィルム素材やテープ素材から
デジタルデータに変換しファイル化す
るサービスを提供しています。

[特徴]
• 最先端データセンター内にファイル

化業務設備を構築
• 報道支援システムのライブラリデー

タを読み込み素材を分割
• クラウドＣＭＳサービス

（ImageLagoon）でファイル化し
た映像素材の管理が可能

映像メディアアーカイブサービス

③データセンターが中核を担う「映像アーカイブクラウドサービス」

[特徴]
• ４K,８Kの高解像度データ

と付随するメタデータを
管理

• オンライン、ニアライン、
オフラインによるデータ
管理を行い半永久的な
データ管理が可能

• ユーザ専用のアップロー
ダ、ダウンローダを提供
し高速なデータ流通を実
現テキスト検索により、
画像データやシーンの検
索が可能

• 必要な部分だけをダウン
ロードできるシーンカッ
ト機能搭載

クラウドＣＭＳサービス（ImageLagoon)

[サービス概要]
お客様が従来ハードディスク等に保存していた高解像度の映像データを福島データセンターが提供する

ＩｍａｇｅＬａｇｏｏｎを利用する事で安全安心に管理出来る機能と映像データを流通する機能をクラウ
ドサービスで提供しています。



ＩＯＴ活用最前線
福島県会津若松市北会津町にありますシクラメン、カーネーショ

ン栽培を手掛ける農業法人ニヘイ様を訪問。
みどりクラウド（ハウス内の温湿度・画像をクラウドで管理）を

使用して一年が経過。活用状況について伺ってきました。訪問時は
出荷間近かのシクラメンでハウスがいっぱでした。

取材に答えていただきました鈴木様
みどりクラウドの前で

見える化の実現：鉢内の温度と湿度（乾き方）がリ

アルタイムで把握できる事が大変ありがたい。葉が小さい
間は水を吸う量も少ないので４～５日 に１回で良いが、
成長と共に吸う量も多くなってきます。
その変化の見極めが大事なんですが、状況をパットとリ

アルタイムで見れるので、どういうふうに乾いていって、
何日おきに水をやればいいのかの判断が視覚的にできるの
で大変助かっています。

セキュリティ管理：ハウス内を開けっ放しにしておく

時があります。そうすると興味からお客様が入り込んでくる
場合があります。
カメラ機能でハウス内の様子を見ることができますので防

犯面でも助かっています。

鉢に温湿度センサーを差している

閾値設定：寒くなると暖房器具を使い温度を上げてやる

必要があります。
設定温度になると自動点火がされますが、無着火という事が
あります。
火が点火しないという事です。
このクラウドでは閾（しきい）値を設定しその範囲以外に

なると警報メールで通知をしてくれるので、暖房器具の不具
合発見の対策にもなっている。
気温が下がり続けると商品価値を損ないますので、警報とと
もに駆けつけ点検の対応ができるという事にも役立っていま
す。

奥にあるのが暖房器具。真ん中にあるのが
ミドリクラウド本体

スマートフォンからハウス内の
状況をリアルタイムで把握

（２）農業ＩｏTで変化した花卉栽培

９
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（３）地域ＩｏT：スマートグリッド通信インターフェース導入事業に参加

◆ HEMSの導入・情報管理事業者とのデー
タ連携
会津地域500世帯を対象にHEMS端末を設

置し、地域プラットフォームを通じ各家庭
の電力情報及び付随する情報を個人同意の
元、収集・管理し、情報管理事業者への情
報連携実施。

◆サービスモデルの実証
当該事業者及びHEMSデータ利活用事業

者と協業し、収集したデータを元にした利
用者向けのデータ活用サービスの実証を行
い、エネルギーデータを活用した新しい
サービス・産業創出。

◆事業後の検討
本事業において定義される標準化・プラ

イバシー情報の取り扱い指針や実証結果を
受け、今後の地域サービス拡大に向けた事
業検討を実施し、事業終了後も継続した事
業が行える環境を創出。

ＩＣＴと人が、

ますます密接になっていく中で、

より便利で快適な社会の仕組みを考えるために、

エフコムは始めています。



１１

（２）インターンシップ＆中学生職場体験

当社では、夏季、冬季の休みを利用した「１dayインターン
シップ」研修を実施しております。２０１６年度は５３名と多
くの学生の方々に参加いただきました。研修内容はその名の通
り１日で「システムエンジニアにとって一番大事なことは何
か？」が体験できるグループワークが中心です。参加いただい
た学生さんからは「システムエンジニアの仕事のイメージが具
体的になった」、「時間に対する考え方が印象に残った」など、
嬉しい感想をいただきました。

また、地元郡山市内の中学校からの依頼による職場体験も実
施しています。ここ数年３校から各校５名程度の生徒さんが参
加し、コンピューターのセキュリティに関することや、ＬＥＧ
Ｏロボットを操作するプログラミング体験から、働くことや、
会社について様々なことを学んでいただいています。

将来、エフコムで一緒に働けることを楽しみにしています。

尾瀬を源流とし、会津地方を流れる只見川

プログラミング体験の様子

2017年7月、会津地域を中心に福島県の地域振興を図るため、
会津地域の企業及び富士通株式会社様との協業により、福島県
河沼郡柳津町に一般社団法人を設立しました。

国内における少子高齢化が進む中、それに加えて、福島県は
震災と原発事故の影響という大きな課題を抱えており、未だに
風評被害による地域経済への多大なる影響を及ぼしています。
当該法人では、これらの地域課題を解決する手段として、ICT
（情報通信技術）を積極的に活用することで、地域振興と経済
好循環の確立に寄与していきたいと考えています。

【事業活動】

(１)地域振興に関する施策の調査研究事業

(２)地域の経済活動を活性化させる施策の実施に関する事業

(３)地域の名産物及び特産物の開発と販売の支援に関する事業

(４)地域振興に資する事業体への投資

(５)その他当法人の目的を達成するために必要な一切の事業

【2017年度活動概要】

会津地域の抱える様々な問題を「観光業振興」、「商工業振
興」、「農林水産業」の観点から具体的な支援策を講ずるため
の企画を行っています。

（１）｢一般社団法人あいづ地域振興研究所｣の設立と活動

名刺交換練習の様子

会津の名刹・福満虚空藏菩薩圓藏寺
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（３）｢おもてなし認証｣の取得

2017年１月から登録開始となった「おもてなし規格認証
2017」に当社も６月２３日登録いたしました。

この制度は、国内のサービス産業事業者のサービス品質を
「見える化」するために経済産業省が創設した制度です。

外国を旅行したとき、現地の人や店員さんに笑顔で親切
にされると、その国のことが一瞬で好きになります。逆に
ブスッと不愛想にされると、その国のことがちょっと嫌い
になる。出会ったその人で、その国の印象が決まってしま
うことがあります。エフコムを訪れるお客様に接するとき
の私たち社員は、その意味で

全員、エフコム代表なのだ

と思います。

エフコムの企業理念に「お客様にとって高品質な商品や
サービスを提供する」とあるように「エフコム品質のコ
ミュニケーションも提供できるはず！」という気持ちで

『おもてなし規格認証2017』に、登録しました。

『おもてなし規格認証2017』登録証

（４）アピオフェスティバルで模擬店参加（大好評！）

弊社会津オフィスがある、会津若松卸商団地協同組合

（会津アピオ）にて、2017年9月に第11回アピオフェス
ティバルが開催されました。

毎年弊社から模擬店を出店しており、今年は「型抜き」を
行いました。

子どもからご老人まで、幅広い世代の方に大好評で、

「子どもの頃、良くお祭りでやったな～」「懐かしい！」

など、聞こえました。

今後も地域社会貢献の為、活動を続けて行きます！

赤べこちゃんも参加

遊ぼうべこ～！

エフコムブースの様子
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（５）福島県民球団「福島ホープス」の応援

２０１５年、ＢＣＬ（BaseballChallengeLeague）において、福島県初のプロ野球県民球団である「福島
ホープス」が新たに参入しました。その福島ホープスは、「子供たちが福島で育ち、笑顔を増やしてもらいた
い」「野球というスポーツを通じて望みを持ち、地域の交流も活発になってほしい」等子供たち、地域の方々
が「野球を通じて」色々な「望み」をもっていただける一助になればという思いで「望み：ＨＯＰＥ」と命名
しています。

当社では、その思いに賛同し、福島県の復興と未来へ向けて、「望み」をもって応援しています。

いやー、打撃好調！
岩村監督も代打で
活躍しました。

エフコムマッチ（冠試合）の様子

エフコム応援団 選手と一緒に『記念撮影』

2017年のエフコムマッチ
勝ちました！ 《キッズスターター（10名）》

ホープス選手と一緒に元気にグ
ラウンドへ向かいます！
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（１）「働き方改革」始動

（２）｢ＫＡＩＺＥＮ｣活動

働き方改革推進会議を社内に設置し、全社員参加の活動を展開して
います。目標は「働きたい会社」です。社員（働く人）起点で改革・
改善を進め、魅力ある百年企業を目指し取り組んでいます。

また、ＡＩやＩｏＴの進化により、ワークスタイルは大きく変革す
るものと考えます。最新のＩＣＴソリューションと自社の取り組みか
ら、お客様の改革に貢献することも重要な使命と捉えています。

◆活動目的
①現場業務・運営活動の於いて、常に問題意識を持ち、対策（改善）を行う文化を定着させる

②活動内容の発表を行うことで、現場のモチベーションＵＰ、意欲向上を目指す

☛上記内容を目的に２０１６年度より活動を開始

◆活動内容
２０１６年 ６月：「KAIZEN」計画発表会開催 エントリー１４組の取組計画を発表

２０１６年１２月：「KAIZEN」活動中間報告会開催 各取組内容の中間報告

☛ゲストとして富士通エフ・アイ・ピー様取より取組事例を紹介

２０１７年 ７月：「KAIZEN」活動報告会開催 各取組結果を報告し、優秀な取組を表彰

最優秀取組

FCOM DCｿﾘｭｰｼｮﾝ部

発表者

（働き方改革推進会議 事務局より）

働き方改革の成果や事例を、たくさん広報できるように頑張ります！

労働生産

性の向上

働き甲斐の創出

労働環境

の改善

働き方改革【全社活動】

ワークライフバ

ランス

改善活動

健康経営



１５

（３）｢Ｆ－ＢＲＡＩＮＳ」

２月２４･２５日、エフコム＠アイデアソン「第２回Ｆ-Ｂｒａｉｎｓ」を開催しました。

今回は「エフコムグループを日本一誇れる会社にしよう！」をテーマに熱い意見を交わしました。

講師として株式会社アポロガス代表取締役社長篠木雄司様をお招きし、
「日本一の元気エネルギー供給企業の人づくり」
についてご講演いただきました。

「福島が笑えば世界が笑う」をモットーに、人の生きる目的は「まわりの人を
しあわせにすること」という価値観に共感できる人を求めていること、それら
を軸としたユニーク且つ工夫された様々な取組についてお聞きすることができ
ました。

基調講演中の篠木社長

チーム『ＨＡＲＵ（ＨＡｐｐｙ Ｒｅｔｕｒｎ Ｕｎｉｔ）』
☆笑顔で帰れる職場づくり☆ 毎日仕事を終えて笑顔で帰れる
幸せな職場が日本一誇れる会社

チーム『ＢＬＵＥ』
☆従業員エンゲージメント向上☆
「優秀な従業員の流出対策」＆
「個のパフォーマンスが発揮できる
環境作り」が急務

チーム『やる気スイッチここにある隊』
☆得意なこと・やりたいことの見える化☆
得意分野での実力発揮からモチベーションの向上へ

チーム『Ｆｏｒｅｓｔ』
☆地域貢献☆ まずは身近な家族や地域の方々に誇れる企業
（地域密着型イベント・ボランティア参加）

チーム ＨＡＲＵ

チーム ＢＬＵＥ

チーム やる気
スイッチここにある隊

チーム Ｆｏｒｅｓｔ

即興演劇賞：チーム「ＨＡＲＵ」誇りま賞：チーム「Ｂｌｕｅ」

熱く総評を語るＪｏｂｓ



毎月開催される衛生委員会において、毎月の基準労働時間から４０時間を超える方には、状況報告・負
担度の判定・健康状態の確認・負荷軽減対策の提出を個人と上職者に求めています。

これにより、長期間・長時間労働に繋がりそうな方を早期に発見し、早期に対処することで、過重労働
者を出さないよう努めています。

自分の健康は自分で管理すべきものですが、なかなか難しいといった話を良く耳にします。衛生委員会
では、体も心もリフレッシュし健康増進に繋がるようなイベントができないか模索し、手軽にどこでもで
きる歩くイベントを開催しています。

「健康ウォーク」と称し２０１３年初回開催から現在に至るまで裏磐梯、あづま総合運動公園近隣、三春
滝桜近隣等６回開催しました。毎回ご家族を含め多くの参加者が集まります。自然の中で１０キロ近い
ウォーキングは、仕事から離れ、和やかに、且つ適度な汗をかくことの楽しさを肌で感じることで健康を
考える良い機会に繋がることを期待しています。また、２０１４年からはグループ企業全体で開催してい
る「ソフトボール大会＆芋煮会」にも協賛し、日頃見られないファインプレーや珍プレーの続出に大いに
沸き、芋煮に舌鼓を打ちました。

健康増進施策は「継続が大切」と考え、名物イベントとしてこれからも頑張って行きます！
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（４）衛生委員会活動

◆過重労働防止活動

毎年、健康診断の受診率１００％を基本とし推進しています。健康診断の結果、所見の有る方に対し
ては対処するよう働きかけを行うとともに、全社員が自己の健康管理意識を高めるよう産業医と連携し
ながら推進しています。

◆健康管理

◆健康増進施策

献血される方が減少し続けているという話を聞いていました。衛
生委員会では、社会貢献と自己の健康状態の把握にも繋がる献血を
オフィスで行いました。「献血カー」が直接オフィスに来てもらい、
多くの社員の協力を得られました。献血するためには、問診を受け
て一定の基準を満たさなければなりませんが、問診で献血対象者か
ら外れた方も、次回に向け健康改善を意識する良い機会になりまし
た。

◆献血



【社内教育制度体系図】

新人教育
集合教育・ＯＪＴ・ＯＪＴトレーナー向け研修

階層別共通教育
管理職・幹部職・総合職・一般職

職種別専門教育
技術系・営業系・事務系／選択型・選抜型

自己啓発

ｅラーニング
資格取得支援
通信教育

ライフプラン
キャリアデザイン

【継続的な課題：企業と人（社員）とのあるべき姿を目指して・・・】
◆一人一人の自己啓発による成長意欲が会社の経営基盤の安定と成長をもたらすこと

◆終身雇用を前提として、社員が幸福で仕事における満足感が得られること

◆適材適所と公平な評価を実現すること

◆常に実務における問題の発掘と課題を認識し、自然体でＰＤＣＡが実践できること

企業が安定した成長を続けるうえで、社員の育成は最も重要な課題と考えております。当社では、一人一人
の能力向上と組織力強化を目的に、「人材育成ＷＧ」の活動をベースに、社員教育制度を検討し、実践してい
ます。

【教育方針】
◆企業理念と行動指針に基づく自発的行動と統制のとれた組織体作りを目標とする

◆ベンチャー精神溢れる優良企業への発展を目指す

◆上司・部下が行動、能力、業績の目標を共有し、それらを成長指標とする

◆自己啓発と自立型人材の育成を目指す

【各種育成施策の体系化】
◆スペシャリストの育成

現場主導で市場と個人の適性を踏まえた育成方針の策定と実施

職種別に選択と選抜による教育の実施

◆階層別の育成

個々の能力向上を目指し、階層別に必要なスキルを体系化して実施

①マネジメントスキル

②指導育成スキル

③ビジネススキル

④ヒューマンスキル

◆新人教育

配属前の集合教育と配属後トレーナーとのマン・ツー・マンでのＯＪＴ教育

ＯＪＴトレーナーへのスキルアップ研修

◆自己啓発

ビジネススキルアップの為のｅラーニング環境の提供

各種資格取得支援

自己の生涯生活設計・キャリア設計への支援

１７

（５）社員教育制度



【資格取得状況】 ※２０１７年１０月現在

当社の社員は自己啓発により個人の目標を達成すべく、様々な資格取得に挑戦しております。また、当
社は受験料補助・講習会受講料負担・合格一時金支給など、社員のキャリア形成にも有益な各種資格の取
得支援を積極的に行っています。
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（６）資格取得状況

資 格 名 人数 資 格 名 人数

情
報
処
理
技
術
者
試
験

システム監査技術者 1

メ
ー
カ
ー
系
資
格

オラクルマスター(ｺﾞｰﾙﾄﾞ/ｼﾙﾊﾞｰ) 20

ＩＴストラテジスト 2 シスコ技術者認定(CCNA,CCNP) 7

システムアーキテクト 2 Vmware認定 4

プロジェクトマネージャー 4 マイクロソフト(MCP) 33

ネットワークスペシャリスト 9 オラクル認定 javaﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ 5

データベーススペシャリスト 7 中小企業診断士 1

情報セキュリティスペシャリスト 31

そ

の

他

米国ＰＭＩ認定ＰＭＰ 1

ITサービスマネージャー 2 医療情報技師能力検定 11

応用情報技術者 34 教育情報化コーディネーター 7

基本情報技術者 144 ＩＣＤＳキャリア･コンサルタント 1

情報セキュリティマネジメント 12 キャリア･コンサルティング技能士 1

ＩＴパスポート 122 ITIL Foundation(ﾌｧｳﾝﾃﾞｰｼｮﾝ) 22

監
査
/
審
査
/
そ
の
他

ＩＴコーディネーター 2 ＣｏｍｐＴＩＡ 40

内部監査士（補） 1 ﾈｯﾄﾜｰｸ情報ｾｷｭﾘﾃｨｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ(NISM) 1

プライバシーマーク審査員(補含) 5 .Com Master(ﾄﾞｯﾄｺﾑ ｼﾝｸﾞﾙﾏｽﾀｰ) 3

ＩＳＯ２７００１審査員(補) 3 電気通信工事担任者(総合/ﾃﾞｼﾞﾀﾙ/ｱﾅﾛｸﾞ) 7

ＩＳＯ９００１審査員(補) 1 電気工事士(二種) 4

ＩＳＯ１４００１審査員(補) 1 日商簿記検定(１級/２級) 30

公認システム鑑定人(補) 1 秘書検定(１級/２級) 13

公認情報ｾｷｭﾘﾃｨｰ監査人(補) 1 ビジネスキャリア検定 30



認証のメリットとしては、企業名や主な取り組み内容などを県のホームページ等で積極的に広報されるほ

か、認証企業であることを求人票等に表示することで企業のイメージアップや人材確保に活用できる点や、

県が行なう物品調達において、入札参加者を指名する場合、優先的に指名される優遇措置の対象となること

などがあげられます。

今後とも、働きやすい職場環境作りに向けた総合的な取り組みを推進して行きます。

“仕事と家庭の両立支援をはじめ、仕事と生活のバランスが取れ、働きやすい職場環境作りに向けて総合的

な取り組みを行なっている企業”として「福島県次世代育成支援企業」（「仕事と生活の調和」推進企業）の

認証を取得（２００６年４月）しました。

認定基準は「仕事と家庭の両立支援」「パート労働者の公正な処遇」「男女共同参画」についての取り組

みに対し、一定の基準を満たす企業を認証するというもので、育児・介護休職の規定整備や取得状況、正社

員とパート労働者の処遇バランス、女性従業員の活躍推進などの項目が評価の対象となっています。

＜エフコムが特に優れていると評価された点＞

●育児・介護休業中の従業員への情報提供や、休業終了後の原職復帰

●週に１度“ノー残業デー”を設定

●社内報において従業員の結婚や出産を大きく取り上げるなど、
家庭との距離が近い職場環境作りを行なっている点

１９

（７）次世代育成支援企業の認証取得

本制度は、仕事と育児が両立できる職場環境づくりに取り組んでいる中小企業、及び少子高齢化社会を見

据えて、育児に加えて介護との両立や男女が共に働きやすい環境など仕事と生活の調和がとれた働き方がで

きる職場環境づくりに総合的に取り組んでいる企業を県が認証し、当該企業が社会的に評価される仕組みを

つくることにより、企業の自主的な取り組みの促進を図り、次代の社会を担う子どもの健全な育成及び労働

者の福祉の増進に資することを目的に、２００５年５月から施行されました。

【福島県次世代育成支援企業認証制度】



２０

当社のシステム運用部門は、２０００年に情報セキュリティマネジメントシステム（ＩＳＭ
Ｓ）を制定し、２００３年９月にＩＳＭＳ（Ｖｅｒ２．０）の認定を取得、２００７年９月にＩ
ＳＯ２７００１への移行認定を受けました。認定規格は当社のＤＣソリューション部、公共ソ
リューション部のシステム運用に係わる会津データセンター、福島データセンターの業務、要員
に適用され、認定に基づく情報セキュリティマネジメント活動を日々行っています。

ＩＳＯ２７００１を取得することでお客様及び取引先から当組織に対する情報セキュリティにつ

いて信用・信頼が強化され、現在の継続的な受注に結びついています。

（２）情報セキュリティマネジメント（ISO27001）への取り組み

（３）ITサービスマネジメント（ISO20000）への取り組み

当社福島データセンターのシステム運用部門は、２０１４年にＩＴサービスマネジメントシス
テム（ＩＴＳＭＳ）を制定し、２０１５年２月にＩＳＯ２００００の認定を取得しました。 Ｉ
ＳＯ２００００は、お客様のニーズとビジネス要求に合致したＩＴサービスを提供するための一
連の仕組みが備わっていることを証明する認証資格です。

登録組織 ：会津データセンター、福島データセンター

登録範囲 ：受託計算サービスの運用、ホスティングサービスの運用、
ハウジングサービスの運用、クラウドサービスの運用

ＩＳＯ２００００を取得することで、当社ＩＴサービスに対するお客様の信用・信頼が強化され、

現在の継続的な受注に結びついています。

登録組織 ：福島データセンター

登録範囲 ：福島データセンターにおけるハウジングサービス

当社のシステム部門は、ソフトウェア開発サービスを行う情報サービス業として、品質の重要
性を認識し、２００１年１０月に品質マネジメントシステム（ＱＭＳ）を制定しました。

２００２年６月には、財団法人日本品質保証機構のＪＱＡマネジメントシステム登録の公表と
登録マークの使用の認定を受けていましたが、２０１０年３月に日本検査キューエイ株式会社に
認証機関を変更し、新たにＪＩＣＱＡマネジメントシステム登録の公表と登録マークの使用の認
定を受けています。

なお、品質マネジメントシステムの目的は、当組織のプロジェクトおよびプロセスに対して適用
され、品質の作り込みと維持活動を継続的に行うことにあります。

（１）品質向上（ISO9001）への取り組み

登録組織 ：地域・医療ビジネス本部

医療ソリューション部、第一ソリューション部、第二ソリュ-ション部
登録範囲 ：顧客仕様書に基づくソフトウェアの設計・開発及び導入（要員派遣・システム

保守・アウトソーシング業務は除く）
登録事業所：エフコム本社
関連事業所：福島ＪＡオフィス

株式会社エフコムマーケティング（ソリューション事業本部）



◆個人情報保護方針の要約◆

①個人情報の取得・利用

当社では、パソコン・サーバ等の情報機器販売及び保守、アウトソーシングサービス、パソコン教室等
の業務等で個人情報を取得又は利用する場合、その利用目的を特定し、通知又は公表することでご本人に
明らかにするとともの、利用目的の達成に必要な範囲で取り扱います。

②法令の遵守

個人情報保護にあたり、個人情報の取り扱いに関する法令、国が定める指針その他の規範を遵守いたし
ます。

③個人情報の適正な管理方法

収集した個人情報は、正確かつ最新の状態に保ち、個人情報への不正アクセス、紛失・破壊・改ざんお
よび漏洩等を防止するための措置を講じます。

④苦情及び相談等への対応

当社では「お客様相談窓口」を設置し、本人からの個人情報の取扱いに関する苦情、相談等をいただい
た場合は、すみやかな対応に努めます。

⑤個人情報マネジメントシステム（ＰＭＳ）の継続的改善

当社は、個人情報を取り扱う単位毎に管理責任者を置き、ＰＭＳを実践・遵守してまいります。また、
定期的に行なう監査報告等を参考にしてＰＭＳの継続的改善に努めます。

これにより、顧客及び取引先から当社に対する信用・信頼が維持され、継続的な受注に結びついています。

当社は、１９９８年１０月に個人情報保護マネジメントシステム（ＰＭＳ）を制定し、
１９９９年２月には、一般財団法人日本情報経済社会推進協会のプライバシーマーク付与
の認定を取得しました。

個人情報保護マネジメントシステム（ＰＭＳ）は、当社の取締役、正社員、契約社員、
パート・アルバイト及び派遣社員を含む全従業者に適用され、全社の部署、拠点が対象と
なっています。

当社では、情報サービス業を営む企業として個人情報保護の重要性を社会的立場から認
識し、個人情報保護マネジメントシステム（ＰＭＳ）を策定し、管理・運用体制を確立さ
せ社員個人情報を含む事業の用に供している「個人情報」全てについて適切な保護に努め
ています。

２１

（４）個人情報保護（Ｐマーク）への取り組み

１９９７年より会社全体で取り組んできた、プライバシーマークの取り組みに

おいて、個人情報保護レベルの維持・向上に努め、制度の普及推進に貢献した、

功績に対して、ＪＩＰＤＥＣ（一般財団法人日本情報経済社会推進協会）より、

表彰されました。

当社は、受託業務、パソコン・サーバ等の情報機器販売及び保守、アウトソーシングサービス、パソコン教
室など情報サービス業として、大量の個人情報を取り扱っており、早くから個人情報保護の重要性を認識し、
プライバシーマークを取得することで社内管理体制の更なる強化をねらいとしています。

また、最新の改正個人情報保護法などへの対応をいち早く行い、顧客満足の向上を目指します。



２２

１．東日本大震災を経験して

今回の大震災は未曽有の被害をもたらし、私たちの生活環境や仕事環境にも大きな影響を及ぼしまし
た。幸いにも、人的被害や物的損害により、事業が停止する状況までには至りませんでしたが、不測の
事態は今後も起こりえます。地震や放射能汚染に限らず、火山噴火、新型ウィルスの感染、ゲリラ豪雨
による水害、豪雪による交通遮断、電力使用制限、データの紛失盗難漏えい、ネットワーク寸断、シス
テムダウン、事務所火災、交通事故など、私たちの身近なところに脅威や障害となるリスクが数多く存
在しています。

当社は、事業継続に関する計画(ＢＣＰ)を作成し、更にその有効性を高めていくマネジメント(ＢＣ
Ｍ)に取り組んでいます。事業継続活動により、お客様への継続したサービスの提供と更なる信頼向上を
テーマに取り組みます。

２．事業継続活動状況（ＢＣＰからＢＣＭへ）

【事業継続計画（ＢＣＰ）】
１．「初動行動フロー」
２．「重要業務と業務復旧クラス一覧」
３．「業務復旧手順」
４．「従業員一覧表（被災時の従業員安否確認）」
５．「安否確認サービス操作手引き」
６．「対策本部向け被害状況報告書」
７．「被害状況チェックリスト」
８．「お客様／取引先／関係先連絡表」
９．「内線表」

１０．「対応履歴管理シート（被災時の対応履歴記入
シート）」

１１．「業務復旧体制」（対策本部、拠点対策本部
含む）」、その他

Ｐ

【事業継続マネジメント（ＢＣＭ）】
１．教育（教育計画⇒教育実施⇒評価）

： 管理職向け、個人向け
２．訓練（訓練計画⇒訓練実施⇒評価（BCP通り実施

されたか）⇒BCP見直し）
３．監査（BCP、BCMのチェック）
４．是正処置・予防処置
５．マネジメントレビュー

Ｄ Ｃ Ａ

３．事業継続ＰＤＣＡサイクルの活動

・「安否確認システム」導入済
・「地震時対応カード」携行
・初動「e-ラーニング」教育実施済
・総合訓練の実施
・火山噴火への対応
・ＭＣＡ無線の導入＆通話訓練

（５）当社の事業継続活動（ＢＣＰからＢＣＭへの取り組み）

総合訓練の様子

火山噴火・降灰対策
訓練の様子



＜理念＞

株式会社エフコムは、地球環境の保全が人類共通の最重要課題であることを認識し、国際社会の一員として、地球

環境の保全に努め環境に考慮した企業活動を行い、良い地球環境を将来に伝える活動に努力いたします。

＜方針＞

株式会社エフコムの本社［インターネットステージ、ＴＳビルを含む］及び会津ｉＤＣ及び福島データセンター

（以下当社という）はソフトウェア開発、システムインテグレーションサービス、クラウドサービス、アウトソーシ

ングサービス、ＩＴ機器販売・保守サービス、サプライ品販売、ＰＣ講習会等の教育支援サービスを行っております。

当社の行う事業活動のすべての面で、国際社会の一員として、地球の自然環境への負荷低減と自然豊かで美しい福島

県の環境保護に広く貢献することを目指し、以下の項の方針のもと、環境保全活動を推進していきます。

１．環境方針を当社の組織で働く又は組織のために働くすべての人（以下全従業員という）に周知徹底し、創意工夫

をすることで環境保全へ努めます。

２．地球環境汚染の予防及び環境マネジメントシステムの継続的改善を図ります。

３．当社の事業活動または製品及びサービスにおいて、環境負荷低減に考慮し、以下の項目を重点的に推進いたしま

す。

・紙等の用紙購入量を削減し省資源の推進

・電気の使用量を削減し省エネルギーの推進

・廃棄物量の削減及びその分別回収の徹底と資源リサイクルの推進

・グリーン調達の推進

・情報技術を活かした環境にやさしい製品及びサービスの提供

４．当社は全従業員が環境に関する意識向上を図り、環境目的及び目標を設定し、１年に１回以上レビューを行い、

必要があれば改訂を行います。

５．関連する法令、及び当社が同意したその他の法令、条例、規制、協定などの順守に努めます。

６．当社に関係する協力会社・取引会社なども含め広く社外にも公開いたします。

２０１４年１１月１日

株式会社エフコム

常務取締役事業支援本部長

野地 泰

当社では、２００５年３月に本社地区及び会津地区の事業所において、国際規格であるＩＳＯ１４００１に
基づく環境マネジメントシステムを構築し、認証取得をいたしました。現在は福島地区の事業所も追加しこの
環境マネジメントシステムの運用並びに継続的な改善活動を行っています。

＜＜ 環 境 方 針 ＞＞

◆ 環境マネジメントシステム ＩＳＯ１４００１への取り組み ◆

２３

（１）環境活動



＜登録証＞

ＩＳＯ １４００１：２００４・ＪＩＳ Ｑ １４００１：２００４

登録番号：ＥＣ０４Ｊ０５１２

登 録 日：２００５年３月１６日

＜登録範囲＞

登録組織全域におけるソフトウェア・システム開発、システムインテグ

レーションサービス、クラウドサービス、アウトソーシングサービス、

ＩＴ機器販売・保守サービス、サプライ品販売、ＰＣ講習会等の教育支

援サービス

○２０１７年度現在（３拠点）

・本社（インターネットステージ、ＴＳビルを含む）

・会津ｉＤＣ

・福島データセンター

当社では、代表取締役社長と環境統括責任者を最高経営層とし、環境管理責任者のもとに環境方針、目的・
目標等の全社的な活動計画を検討・作成し、各事業所のフロア推進責任者、フロア推進委員がこれに基づき、
各フロアごとに実施計画を作成し実施しています。

◆ 推進体制 ◆

◆ 当社のＩＳＯ１４００１認証取得事業所 ◆

最高経営層
代表取締役社長
環境統括責任者

内部監査チーム
内部監査責任者
内部監査人

推進事務局

ISO14001推進委員会

代表推進委員

フロア推進責任者 フロア推進委員

環境管理責任者

各フロアの社員

２４

〔審査機関：株式会社日本環境認証機構（ＪＡＣＯ）〕



【節電の取り組み】
①定時退社日（毎週水曜日）の励行
②昼休み時の消灯
③長時間離席時のＰＣ電源ＯＦＦ
④未使用ＰＣのコンセントを抜く
⑤エアコン設定温度を２８度（夏）または２０度（冬）を基準にする
⑥エアコン稼働の効率化
⑦休日に出勤する場合は、あらかじめ上司に報告し了承を得ることを
徹底する（電気使用の効率化を図る）

２５

◆実施期間の延長 及び スーパークールビズの実施
全社一斉 ５月１日 ～ ９月３０日

地球温暖化防止への世界的な取り組みとして、様々な対策が推進されています。

日本は、この人類共通の責務を果たすため、2020年までに1990年比で25％温室効果ガスを削減するとい
う中期目標をコペンハーゲン合意に基づき国連気候変動枠組条約事務局に表明しています。

温暖化防止のための国民的運動を『チャレンジ２５キャンペーン』として、２０１０年１月より新たな活
動が展開されました、当社においても『チャレンジ２５ャンペーン』に継続して参加しています。その１つ
として、「ＣＯＬＬ ＢＩＺ」「ＷＡＲＭ ＢＩＺ」活動を推進し、エフコムグループ全体で節電を中心に
取り組んでいます。

更に、「ｓｍａｒｔ ｍｏｖｅ」活動に対しても取組を進めています。

◆ウォームビズの実施
全社一斉 １２月１日 ～ ３月３１日

◆自動車の利用を工夫しよう！
エコカーへの乗換推奨
エコドライブの推奨 ⇒ 安全運転

【“「移動」を「エコ」に”の取り組み】
①業務車両をエコカーへの乗換を推奨(ハイブリッド車等)
・2012年度：「１台」エコカー導入率 （33％）［1/ 3台］
・2013年度：「８台」エコカー導入率 （50％）［8/16台］
・2014年度：「２台」エコカー導入率 （33％）［2/ 6台］
・2015年度：「７台」エコカー導入率（100％）［7/ 7台］
・2016年度：「１台」エコカー導入率 （10％）［1/10台］
※エコカー率（34%）［19／56台］

②「安全運転講習会」を実施し安全運転意識（エコ運転）を啓蒙

◆地球温暖化防止のための国民運動（ﾁｬﾚﾝｼﾞ25ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ）への取り組み◆



２０１６年度の目標／実績

活動目的 目 標 実 績 評価

地球温暖化防止
電気使用
量の削減

事務所系 ３５万ｋｗｈ ３２万ｋｗｈ

センター設備系 ３２４万ｋｗｈ ２６３万ｋｗｈ

天然資源の枯渇 用紙購入量の削減 １０４万枚 ９７万枚

オゾン層破壊防止
危険物管理
（ハロン／フロンガス等）

適正な維持管理 異常なし

水質／土壌汚染防止 危険物管理（重油） 適正な維持管理 異常なし

◆過去３年間の実績（電気使用量・用紙購入量）

活動実績 ２０１４年度 ２０１５年度 ２０１６年度

電気使用量

事務所系 ３２万ｋｗｈ ３２万ｋｗｈ ３２万ｋｗｈ

センター系 １６６万ｋｗｈ ２５５万ｋｗｈ ２６３万ｋｗｈ

合 計 １９８万ｋｗｈ ２８７万ｋｗｈ ２９５万ｋｗｈ

用紙購入量 ８４万枚 ９５万枚 ９７万枚

廃棄物排出量［参考］ １２ｔ １２ｔ １２ｔ

２０１６年度の活動とその実績は下記の通りとなっています。目的・目標に対しての成果は、おおむね良
好な結果となりました。

２６

目標達成 目標未達成

（２）２０１６年度環境活動実績



２７

２０１７年度はＩＳＯ１４００１第４回更新審査後の中期活動計画（３ヶ年）１年目となります。今年度は
昨年度までの活動（電気使用量の削減、用紙購入量の削減、廃棄物の適正管理、危険物管理等）の一層の強化
に加え、これまで以上に、データセンター（会津ｉＤＣ・福島データセンター）への情報資産集中や、部門
サーバ及び社給パソコンを含めた、事業所の資源使用の効率化（台数の適正化）および削減に取り組みます。

２０１７年度の目標

活動目的 目 標

地球温暖化防止
電気使用
量の削減

事務所系 ３3万ｋｗｈ以下

センター設備系 ３３５万ｋｗｈ以下

天然資源の枯渇 用紙購入量の削減 １１４万枚以下

オゾン層破壊防止
危険物管理
（ハロン／フロンガス等）

適正な維持管理

水質／土壌汚染防止 危険物管理（重油） 適正な維持管理

事業運営 情報公開
サステナビリティ報告書の

開示（１回／年）

関連法令等名 条 件 順守する要求事項 当社の対応

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律
（廃棄物処理法）

産業廃棄物の排出
産業廃棄物管理票
（マニフェスト）の交付

マニフェストの適正な交付と
期限内回収の徹底

消防法 重油地下貯蔵タンクの設置 危険物設備等の設置許可
重油地下貯蔵タンク設置届
を提出
定期点検の実施

福島県生活環境の保
全等に関する条例

ディーゼルエンジンの設置
（４－１２騒音）

騒音指定施設の設置の届出 騒音指定施設の設置届を提出

当社が順守すべき国の法律と地方自治体条例等の対応は、下記の通りとなります。

◆環境関連法令等の順守

（３）２０１７年度環境活動目標



２８

（２）エフコムの森

磐梯山の南西山麓のとても静

かな場所にあるのが、エフコム

の森です。この森の意味は、環

境共生というやや難しいテーマ

では無く、単に社員やその家族

の憩いの場として親しんでもら

う事にあります。森は針葉樹、

広葉樹からなり、小川や沼もあ

るまさに憩いの場としては最高

のロケーションです。

ロケーションの紹介 柏（かしわ）の木は百年続く企業の守り木

エフコムの森の広葉樹はコナラが多勢を占めます。そ

の中で柏の木も比較的多く、翌年に新芽が出るまで古い

葉が落ちない特性から「代が途切れない」縁起物として

柏餅に用いられています。端午の節句に柏餅を食べるの

もその由縁です。

百年続く企業を目指すエフコムにとっては正に縁起も

のであり、大切にしていきたいと思います。

木の実が豊富

所在地：会津若松市河東町
広さ ：44.5ha(東京ドームの9.5倍)

樹種 ：針葉樹と広葉樹の
混合林

（４）エフコムの森

この豊かな環境を維持するため、有志により森の下
草刈りなどを実施し、整備を始めています。
更に、憩い場として、2016年11月には「エフコム

の森 やま学校」を開催し、森を楽しみました。

木の実が豊富なのは森が豊かな証拠です。また、動
物達を呼ぶ事になるので自然の回生が働き、更に森が
豊かになります。

水が豊富

エフコムの森には小さな綺麗な小川が流れており、い
ずれは水芭蕉とホタルが飛び交う環境へ再生したいと思
います。ホタルが住む環境を維持する事もかなり大変な
努力が必要ですが、皆で頑張ります。

憩いの場と環境維持の為の活動



２９

社内報「Ｆ－ｒｅｓｈ」は、 ２００５年１０月の創刊から毎月欠かさず発刊しており、２０１７年
で１２年を迎えることができました。※社内のグループウェアで公開
発行するきっかけとなったのは、社員数が３００名を超え、業務拠点が“郡山・福島・会津・仙台・

東京・大阪”と広域になり、相互理解と連携の必要性を改めて感じたところにありました。
現在は、グループ企業各社の情報を発信し、企業間の連携に一役買っています。

（１）社内報

F-resh 2017年10月号
【第145報】

＜社内報の主な内容＞

・経営層からのメッセージ（企業のあり方や方針発表等）

・先輩からのメッセージ ～ 感孚風動 ～

・社内外のイベント情報

・社員の一人にフォーカスし、仕事や趣味を紹介するコーナー

・Happy Birthday ＆ Weddingコーナー

・その他のニュース

１回の発刊ページ数は、Ａ４紙面で約１０ページ、特集記事掲載
時には、２０ページにも及ぶこともあります。タイムリーな情報を
発信することで、社員間の情報共有や、コミュニケーション活性化
のツールとして利用されることを心がけています。

社内報は、入社１、２年目の若手社員が中心となり発行していま
す。

若手社員にとっては、編集企画に始まり、経営層への寄稿依頼や
先輩社員へのインタビュー、校正や原稿起こしなど大変な作業も多
い中、「このような機会を頂き、大変さ以上に充実感がある」なと
の感想も聞こえて来ています。

（２）テレビＣＭ

「基本はいつも人と人」

当社の企業イメージをテレビＣＭを通じて、お客様をはじめ、すべてのステークホルダの皆様に向け
てお届けしています。

基本はいつも人と人
私たちエフコムは
お客様の声に耳をかたむけ最適な
ソリューションをご提案いたします
Smart thinking for you
エフコム

社員を起用したＣＭということもあり、営業が、ＳＥが、お客様を訪問した際に「見たよぉ～！」と
お声掛け頂き、企業イメージを向上させています。

【You Tube URL】
①https://youtu.be/VuTF4sA8hI8
②https://youtu.be/IGjf7c2fLJw
③https://youtu.be/rVOJOBbBiXI



３０

Product Service
パッケージソフト開発

当社の長年にわたるシス
テム開発実績で蓄積された
ノウハウを提供することに
より、短期間でお客様にソ
リューションを提供いたし
ます。

コールセンター、カスタマサービ
スなど、常にお客様の身近な存在で
サポートいたします。そしてお客様
への安心と満足を提供いたします。

Field Support
お客様サポート

最先端のＩＣＴと長年培ってきた
業務ノウハウから生み出されたビジ
ネスプラットフォームです。従来の
枠を超えて、お客様の事業革新とビ
ジネス加速をご支援いたします。

Cloud Service
クラウドサービス

Business Process Outsourcing

業務アウトソーシング

お客様の業務を定型化し弊社
スタッフがお客様に代わり業務
運用を担当いたします。お客様
は本来の業務に資源を集中する
事が可能になります。



３１

Security Support
セキュリティ対応

日々高度化、巧妙化するサイバー
攻撃への対策は、ＩＣＴを安心安全
に活用していくための大きな課題と
なっています。お客様のセキュリ
ティ環境が常に最適な状態を維持で
きるためのご支援をいたします。

Information Devices sales

Supply sales

情報機器／サプライ品販売

ＰＣ、タブレット、サーバー等の情
報機器を提供いたします。
サプライとなるプリンタトナーや各

種ＰＣアクセサリーを豊富に品揃え、
毎日のオフィスワークをトータルにサ
ポートいたします。

smart thinking for you

System Integration
導入システム企画

豊富な業務システムの構築経験を
活かし、システムのライフサイクル
に基づく最適化をサポートいたしま
す。お客様のニーズにお応えできる
専門家集団として、企画・構築・運
用をトータルにご支援いたします。

Software Design

ソフトウェア開発

多くのソフトウェア開発実績を保
有します。ＩｏＴによるデータ解析
やモバイルデバイスの新たな活用な
ど、先端システムへの対応もいたし
ます。

社 名：株式会社エフコム F-COM Co.Ltd.
本 社：〒963-8520 福島県郡山市堤下町１３番８号
代 表 者：代表取締役社長兼ＣＯＯ 瓜生 利典
設 立：１９８０年９月１２日
資 本 金：２億７千万円
売 上 高：７５億４千万円（２０１７年３月期）
従業員数：３４９名（２０１７年３月３１日現在、正社員数）
関係会社：株式会社エフコムホールディングス

株式会社エフコムマーケティング



＜本報告書の対象範囲＞

（環境活動報告対象範囲及び期間）
株式会社エフコムにおける以下の事業所
本社（インターネットステージ、ＴＳビルを含む）、会津ｉＤＣ、
福島データセンター
２０１６年４月１日～２０１７年３月３１日

（対象期間）
２０１６年４月１日～２０１７年９月３０日
ただし、一部には２０１6年４月以前、２０１７年１０月１日以降の考
え方、取り組み、データ等が含まれます。

〒９６３－８５２０ 福島県郡山市堤下町１３番８号

ＵＲＬ https://www.f-com.co.jp/

発行 ２０１７年１１月３０日

発行責任者 代表取締役社長 瓜生 利典

企画・編集責任者 常務取締役 河内 美文

発行部署 事業支援本部人事総務部

お問い合わせ先 事業支援本部人事総務部
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